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​教育品質の向上に向けた新たな取り組み​
​「分科研修」を実施​

​　桑都塾（代表：河内 悠眞）は、2026年4月1日付の組織改編に伴い、教務部各課(数学課・理​

​学課・工学課・英語課)において、指導品質向上および教材開発を目的とした4月度「分科研​

​修」を実施いたしました。(文責:河内)​

​研修における議題​

​●​ ​各講師が受けてきた学校教育からのアップデート​

​　2022年新課程導入に依り、各講師が受けてきた学校教育と今の学校教育にずれが発生​

​していることが問題提起され、その解決策の検討をいたしました。​

​●​ ​指導方針の標準化​

​　各講師の長所を伸ばしつつ、講師の変更によって出る授業の質のばらつきをなるべく​

​最小限にできるよう、統一的なプロトコルを作成いたしました。​

​●​ ​独自教材の改良​

​　4月1日の組織改編で新たに設置された出版部が管轄する出版事業において、独自教材​

​の開発を行うとともに、現状仮版のまま使用している教材についても、完成版を決定し​

​ていく業務フローを検討いたしました。​

​研修実施の背景​

​　3月以前の組織体制(中学受験事業部、高校受験事業部、大学受験事業部、編入受験事業部、​

​大学高専事業部の5事業部制)においては、横のつながりが薄く、各科目(数学、化学、英語、国​

​語、など)を担当するそれぞれの講師の意思疎通が円滑でないという問題点がありました。その​

​ため、4月の組織改編に伴い、月に1度、教務部各課において分科研修を実施することといたし​

​ました。各課にはその分野のスペシャリストである「教務主任」を配置し、他の講師との円滑​

​な連携を強化しております。​



​各課の主な決定事項・取り組み​

​①数学課​

​　数学課(教務主任:河内)においては、桑都塾が掲げるモットーの一つ『一貫した教育を』を元​

​に、高校数学の新課程導入における「高校数学から大学数学への流れ」の再定義化について検​

​討いたしました。​

​●​ ​高校数学の新課程において、数学Ｂ、Ｃに分割される「数列」や、数学Ⅱ、Ⅲに分割さ​

​れる「微分積分」に対し、当塾独自の体系的な理解を促す統一的な指導の流れを提案​

​し、塾としての独自性を打ち出す方針を確認しました。​

​●​ ​独自教材として順次発行予定である「桑都テキストシリーズ」について、大学数学の範​

​囲との境界を明記し、生成AI等も活用して表記揺れを修正していくなど、内容の改善を​

​進めます。​

​②理学課​

​　理学課(教務主任:西嶋)においては、講師の専門性と各科目との相性等について細かく議論​

​し、新課程への対応フローも検討いたしました。​

​●​ ​中学理科および高校の化学基礎・化学の新課程に向けた協議を行いました。​

​●​ ​生徒に最適な指導を提供できるよう、各講師の得意分野を詳細に把握し、今後の時間割​

​作成や講師配置に活かすための情報共有を実施しました。​

​③工学課・出版部​

​　工学課(教務主任:髙木)においては、現在新規事業として採択され、桑都塾として総力を上げ​

​て推し進めている出版事業への手助けを行うとともに、出版部(出版部長:髙木)と連携して独自​

​の教材開発を進めていくフローを検討いたしました。​

​●​ ​工学課と出版部の連携を強化し、TeXによる執筆体制を強化しました。​

​●​ ​学習者(生徒以外も含む)の利便性を向上させるため、以下のシリーズを刊行することと​

​いたしました(全て仮称)。​

​●​ ​桑都テキスト基礎シリーズ​

​○​ ​シリーズ1「微分積分学の基礎」（数Ⅱ〜Ⅲ＋α）​

​○​ ​シリーズ2「線形代数学の基礎」（数Ｃ〜1年教養）​

​○​ ​シリーズ3「数理統計学の基礎」（数Ａ、Ｂ〜1年教養）​

​●​ ​桑都テキスト応用シリーズ​

​○​ ​シリーズ1「微分積分学」（1年教養）​



​○​ ​シリーズ2「線形代数学」（1年教養）​

​○​ ​シリーズ3「微分方程式」​

​○​ ​シリーズ4「複素解析学」​

​○​ ​シリーズ5「ベクトル解析」​

​○​ ​シリーズ6「Fourier解析・Laplace変換」​

​④英語課​

​　英語課(教務主任:萩原)においては、「初学者が「楽しい」と感じる独自アプローチの追求」​

​をモットーに、桑都塾独自の英語教育法について議論しました。​

​●​ ​英語を本格的に学び始める生徒に対し、学校教育の要項とは異なるアプローチで「英語​

​は楽しい」と感じてもらえる指導法を共有しました。​

​●​ ​講師による指導品質のばらつきを防ぐため、長文読解や単語学習への意味の振り方、オ​

​ンライン環境下でも効果的に実施できるリスニング対策について、実践的な授業ノート​

​を用いた講師間のすり合わせを行いました。​

​　桑都塾は、今後も講師一丸となって指導力の向上と教育環境の整備に努め、生徒の皆様の目​

​標達成を全力でサポートしてまいります。​

​本件に関するお問い合わせ​

​【桑都塾 / Soutojuku】​

​●​ ​事務局: info[at]soutojuku.com​

​●​ ​代表、教務主任(数学): 河内 (yuma[at]soutojuku.com)​

​●​ ​教務主任(理学): 西嶋 (nishijima[at]soutojuku.com)​

​●​ ​教務主任(工学): 髙木 (takagi[at]soutojuku.com)​

​●​ ​教務主任(英語): 萩原 (hagiwara[at]soutojuku.com)​


